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表 1 年齢別  

 
 

87 2.7% 34 2.8% 7 2.6% 128 2.7% 0.001
東 125 3.9% 29 2.4% 17 6.4% 171 3.6%
東京 1024 31.5% 386 32.2% 57 21.4% 1467 31.2%
東京 東 698 21.5% 218 18.2% 55 20.7% 971 20.6%

366 11.3% 150 12.5% 30 11.3% 546 11.6%
504 15.5% 194 16.2% 59 22.2% 757 16.1%
92 2.8% 43 3.6% 9 3.4% 144 3.1%
39 1.2% 19 1.6% 7 2.6% 65 1.4%

311 9.6% 124 10.4% 25 9.4% 460 9.8%

3173 97.8% 1188 99.2% 263 98.9% 4624 98.2% 0.003
 e ea 73 2.2% 9 .8% 3 1.1% 85 1.8%

性 3231 99.5% 1194 99.7% 265 99.6% 4690 99.6% 0.613
その他 15 0.5% 3 .3% 1 .4% 19 .4%

イ（ 性 性 ） 2606 80.3% 1060 88.6% 194 72.9% 3860 82.0% .000
バイセク アル（ 性 ） 568 17.5% 125 10.4% 65 24.4% 758 16.1%
ヘ ロセク アル（ 性 ） 5 0.2% 2 .2% 0 0.0% 7 .1%

からない 26 0.8% 8 .7% 3 1.1% 37 .8%
ない 34 1.0% 2 .2% 4 1.5% 40 .8%

その他 (具体的に) 7 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 7 .1%

会 ( ) 1915 59.0% 678 56.7% 112 42.1% 2705 57.5% .000
会 ( ) 208 6.4% 111 9.3% 16 6.0% 335 7.1%

256 7.9% 87 7.3% 20 7.5% 363 7.7%
自 ・自 238 7.3% 139 11.6% 46 17.3% 423 9.0%
会 ・ 60 1.8% 54 4.5% 16 6.0% 130 2.8%

ート・アルバイト 204 6.3% 57 4.8% 26 9.8% 287 6.1%
229 7.1% 4 .3% 1 .4% 234 5.0%
89 2.7% 47 3.9% 23 8.6% 159 3.4%

その他 (具体的に) 47 1.4% 19 1.6% 6 2.3% 72 1.5%

イバー 1488 45.8% 546 45.6% 118 44.4% 2152 45.7% .895
イ イト・クラ イベント 581 17.9% 108 9.0% 12 4.5% 701 14.9% .000
イ ッ 564 17.4% 210 17.5% 41 15.4% 815 17.3% .696
イ ークル 259 8.0% 73 6.1% 13 4.9% 345 7.3% .030
イの ー ー ・ み会 757 23.3% 220 18.4% 34 12.8% 1011 21.5% .000
S ア リ（9 o te ） 2691 82.9% 916 76.5% 187 70.3% 3794 80.6% .000

t tte ace ookな のS S 1952 60.1% 597 49.9% 105 39.5% 2654 56.4% .000
会い イト 758 23.4% 290 24.2% 73 27.4% 1121 23.8% .297

ロ S S(H な ) 363 11.2% 166 13.9% 46 17.3% 575 12.2% .002
イの ー ー 189 5.8% 41 3.4% 8 3.0% 238 5.1% .002

有 の ッ ン 1479 45.6% 555 46.4% 113 42.5% 2147 45.6% .515
の ッ ン 318 9.8% 125 10.4% 24 9.0% 467 9.9% .718

ッ ン で有 な ・ ールな の 721 22.2% 277 23.1% 45 16.9% 1043 22.1% .086
BT の ラン ア 56 1.7% 24 2.0% 2 .8% 82 1.7% .365

いずれもない 70 2.2% 40 3.3% 13 4.9% 123 2.6% .005

歳 合計
有意差

の

（ ）

29歳まで 3 39歳
(n=3246) (n=1197) (n=266)

の
(n=4709)

あ たの は こです

あ たの を て

あ たは の れにあてはま ます
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表  年齢別  A 行  

 
 
 
 
 

いる 1284 39.6% 546 45.6% 105 39.5% 1935 41.1% .001
じ い 1962 60.4% 651 54.4% 161 60.5% 2774 58.9%

いる 2092 64.4% 775 64.7% 128 48.1% 2995 63.6% .000
じ い 1154 35.6% 422 35.3% 138 51.9% 1714 36.4%

A型肝炎の ク ン 148 4.6% 81 6.8% 7 2.6% 236 5.0% .002
医 な に相談 75 2.3% 49 4.1% 5 1.9% 129 2.7% .004

メ(リミン ) り 596 18.4% 206 17.2% 35 13.2% 837 17.8% .086
ー に い いに 299 9.2% 90 7.5% 18 6.8% 407 8.6% .109

よ よ に 511 15.7% 189 15.8% 34 12.8% 734 15.6% .430
セックス前に ー りに 440 13.6% 180 15.0% 28 10.5% 648 13.8% .128
セックス る ら 227 7.0% 76 6.3% 18 6.8% 321 6.8% .751

ッ ン に ら 243 7.5% 103 8.6% 26 9.8% 372 7.9% .239
にない 901 27.8% 312 26.1% 46 17.3% 1259 26.7% .001

その他 (具体的に) 59 1.8% 25 2.1% 12 4.5% 96 2.0% .011

ある 797 24.6% 257 21.5% 41 15.4% 1095 23.3% .001
ない 2446 75.4% 940 78.5% 225 84.6% 3611 76.7%

ある 301 9.3% 141 11.8% 20 7.5% 462 9.8% .019

ない 2945 90.7% 1056 88.2% 246 92.5% 4247 90.2%

ある 1124 38.3% 404 38.3% 65 26.4% 1593 37.6% .001
ない 1813 61.7% 651 61.7% 181 73.6% 2645 62.4%

A肝 に ク ン な らず 1406 43.3% 500 41.8% 130 48.9% 2036 43.2% .106
ク ンの いから 476 152 27 655 .046

体 よ な 他の で 201 6.2% 58 4.8% 15 5.6% 274 5.8% .233
で ばいいのか からないから 874 26.9% 290 24.2% 52 19.5% 1216 25.8% .010
に 時間 ないから 542 16.7% 147 12.3% 13 4.9% 702 14.9% .000

病院に に の から 676 20.8% 173 14.5% 26 9.8% 875 18.6% .000
病院で るの から 637 19.6% 235 19.6% 44 16.5% 916 19.5% .467
病院で イ・バイセク アルである 718 22.1% 265 22.1% 53 19.9% 1036 22.0% .702
A型肝炎に感染 る 性 そ から 491 15.1% 161 13.5% 50 18.8% 702 14.9% .071

れ らい あるのか からないから 382 11.8% 116 9.7% 24 9.0% 522 11.1% .080
ク ン 前に でにA型肝炎にかか 97 3.0% 47 3.9% 9 3.4% 153 3.2% .292
に ない 437 13.5% 166 13.9% 41 15.4% 644 13.7% .656

その他 (具体的に) 137 4.2% 52 4.3% 9 3.4% 198 4.2%

1744 59.5% 615 58.6% 145 59.2% 2504 59.2% .410

〜1 966 32.9% 341 32.5% 75 30.6% 1382 32.7%

1 〜2 149 5.1% 55 5.2% 14 5.7% 218 5.2%

2 〜3 74 2.5% 38 3.6% 11 4.5% 123 2.9%

の を て た （ ）

29歳まで 3 39歳 歳 合計
有意差

(n=3246) (n=1197) (n=266) (n=4709)

の を たこ を のに で こ で ます

た た は です （あてはまるものすべて）

の には を あるこ を て ました

の を た たこ はあ ます

これまでに の を たこ はあ ます

に イ イ の に て をしました

( ) を に で イ イ で して るこ の
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表 3 年齢別 年齢別 A と 行動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ある 2256 69.5% 706 59.0% 110 41.4% 3072 65.2% .000
ない 990 30.5% 491 41.0% 156 58.6% 1637 34.8%

イバー 252 7.8% 85 7.1% 9 3.4% 346 7.3% .029
ッ ン 256 7.9% 75 6.3% 10 3.8% 341 7.2% .014

コミ ニ センター 62 1.9% 22 1.8% 3 1.1% 87 1.8% .660
病院・クリニック 42 1.3% 18 1.5% 4 1.5% 64 1.4% .847
保健所・ 的検査 33 1.0% 11 .9% 0 0.0% 44 .9% .253

イ Ba 97 3.0% 23 1.9% 3 1.1% 123 2.6% .042
コミ ニ ペー ー 30 .9% 16 1.3% 4 1.5% 50 1.1% .379
9 o te でのバ ー 1999 61.6% 590 49.3% 92 34.6% 2681 56.9% .000

イト HIVマッ 126 3.9% 58 4.8% 13 4.9% 197 4.2% .305
t tte ace ookな のS S 146 4.5% 49 4.1% 11 4.1% 206 4.4% .827
その他 (具体的に) 11 .3% 8 .7% 2 .8% 21 .4% .255

ある 2517 77.9% 845 71.0% 169 63.5% 3531 75.3% .000
いない 714 22.1% 345 29.0% 97 36.5% 1156 24.7%

コン ー ず 749 29.6% 277 32.5% 53 31.4% 1079 30.4% .032
か 786 31.1% 234 27.5% 48 28.4% 1068 30.1%

ない か 624 24.7% 194 22.8% 32 18.9% 850 23.9%
なか 371 14.7% 146 17.2% 36 21.3% 553 15.6%

の 場で の を ました （あてはまるものすべて）
過去6か月間に ッ ン に いない 1162 35.8% 400 33.4% 80 30.1% 1642 34.9% .081

ラ 1327 40.9% 502 41.9% 106 39.8% 1935 41.1% .747
メ(リミン ) 249 7.7% 99 8.3% 25 9.4% 373 7.9% .529

ア ルセックス 1182 36.4% 415 34.7% 81 30.5% 1678 35.6% .107
いずれの も いない 427 13.2% 156 13.0% 36 13.5% 619 13.1% .976
その他 (具体的に) 39 1.2% 18 1.5% 7 2.6% 64 1.4% .135

(n=266) (n=4709)
有意差

に 経験

の を た場所（ ）

の の

の での

40over30-39 合計29歳まで
(n=3246) (n=1197)
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表４ 年齢別 HIV検査受検行動と STI罹患 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ある 2369 73.0% 979 81.8% 198 74.4% 3546 75.3% .000
ない 877 27.0% 218 18.2% 68 25.6% 1163 24.7% .000

過去6か月の間 989 41.8% 349 35.6% 66 33.3% 1404 39.6% .000
過去6か月より前〜過去1年の間 403 17.0% 110 11.2% 19 9.6% 532 15.0%
過去１年より前〜過去3年の間 504 21.3% 206 21.0% 43 21.7% 753 21.2%
過去3年より前 504 19.9% 314 32.1% 70 35.4% 855 24.1%

病院 564 23.9% 303 31.0% 63 32.3% 930 26.3% .022
診療所・クリニック・医院 270 11.4% 105 10.7% 21 10.8% 396 11.2%
保健所・保健センター 902 38.2% 337 34.5% 70 35.9% 1309 37.0%
南新宿検査・相談室 219 9.3% 84 8.6% 16 8.2% 319 9.0%
chot CAST なんば 65 2.7% 27 2.8% 4 2.1% 96 2.7%
イベント検査・臨時検査会 130 5.5% 58 5.9% 11 5.6% 199 5.6%
自宅/郵送検査（HIV検査キット） 154 6.5% 46 4.7% 7 3.6% 207 5.9%
HIV check（東京/akta） 29 1.2% 6 .6% 1 .5% 36 1.0%
その他 (具体的に) 31 1.3% 11 1.1% 2 1.0% 44 1.2%

梅毒 544 16.8% 345 28.8% 68 25.6% 957 20.3% .000
A型肝炎 185 5.7% 100 8.4% 20 7.5% 305 6.5% .005
B型肝炎 405 12.5% 242 20.2% 45 16.9% 692 14.7% .000
C型肝炎 35 1.1% 26 2.2% 3 1.1% 64 1.4% .019
クラミジア 379 11.7% 177 14.8% 44 16.5% 600 12.7% .004
尖圭コンジローマ 284 8.7% 121 10.1% 28 10.5% 433 9.2% .282
淋病 249 7.7% 161 13.5% 49 18.4% 459 9.7% .000
HIV感染症 297 9.1% 194 16.2% 23 8.6% 514 10.9% .000
赤痢アメーバ 47 1.4% 57 4.8% 14 5.3% 118 2.5% .000
毛じらみ 1055 32.5% 585 48.9% 141 53.0% 1781 37.8% .000
性器ヘルペス 89 2.7% 59 4.9% 15 5.6% 163 3.5% .000
いずれもない 1368 42.1% 272 22.7% 54 20.3% 1694 36.0% .000
その他 (具体的に) 28 .9% 12 1.0% 2 .8% 42 .9% .880

生涯でのHIV検査(エイズ検査)経験

一番最近にHIV検査(エイズ検査)を受けた時期

一番最近にHIV検査(エイズ検査)を受けた場所

これまで罹患したSTI（あてはまるものすべて）

29歳まで 30-39 40over 合計
有意差

(n=3246) (n=1197) (n=266) (n=4709)
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科学研究 対策 策研究  
HIV 査 のた の性産 の 者 者に する研究 

(分 )研究  
 

性感染症ク ックの実態調査と  
 

研究分 者 川  （日本大学医学部産婦人科学 産婦人科学分 ） 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
A.研究目的 

性感染症 、女性において 、 の 年

女性が 的となっている 大性感染症のい

も女性の 患ピーク に 、 性のそ

と ると らかに 年 る らの女

性の感染 を えると、性産 がその現場とな

っている とが 定 る

性産 と婦人科 連性が い 特に

年女性の性感染症の 部 、性産 者に集

する 性 による ない妊娠に対する

妊の 識 、性産 者の も 的 く

妊 による予防が る しか

し、性感染症に いて 、女性 け 予防

し るもの ない 性 ス、

ンジロー 、梅毒 、性的接 によって に

感染する性感染症 る

その 、近年問題となっているのが梅毒

る た、梅毒の 床が性産 るとの

も国内の ー ンスからも見えている

性産 を 用した 性から、 女性 の感染

も臨床現場 見 、そ が らに妊娠と

連した場 に 、母子感染を し先天

梅毒に る 年 、女性梅毒患者 、そ

と て、 近くなってお 、そ に

って先天梅毒も している 日本産科婦人

科学会の感染症実態調査 会 実 した全国

調査 、 分娩を ーしている地

病 のアン ート調査において 年～

年の 年 に の梅毒 妊婦が

、 の先天梅毒が していた 梅毒

妊婦の年 分 に性感染症の女性 患者

の年 ピークと してお 、梅毒が の

年女性に がっている とを していた

らに、 診妊婦、 定期 診妊婦という 会

的 スク妊婦に梅毒が している も

、 らの 会的 スク妊婦の に

性産 者が含 ている 性が る

た 年に実 した日本産科婦人科学会同

会の 回目の調査 、梅毒 妊婦 の

シ ン による治療を したにもかか

わら 、 （ ）が先天梅毒（母

子感染症）となっていた とが した

のように、性産 に する感染症 、産婦

人科の見地からすると、母子感染を して、

にも を し ている とがわか

る

本研究 、近年、 している女性梅毒

患者に注目し、性産 者（CSW）と

研究  
性産 者の とともに、産婦人科医療 、特に産婦人科ク ックの産婦人科医の性

感染症に対する 識 、梅毒を とする性感染症の に く する 本研究 、性感染症

のう 、特に現 期となっている梅毒に 点を てて、都内の全産婦人科医療 にアン ート

を実 した その 、産婦人科 の梅毒を性感染症 査に み ん いる が全 と え

、梅毒 期において産婦人科医の 識が 分 る とが となった 本実態調査 得

ら た を、東京都、埼玉県を とする産婦人科医に けて した そのうえ 、梅毒 査の

性と しい治療法に いて を 方 った  
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者（ CSW）を産婦人科ク ックが のよう

に っているかを調査、研究した  
 
B.研究方法 

2017 年 1 から 2018 年 4 にかけて、近 産

婦人科医療 、本研究 の研究 者、他の

研究分 者の先 方からの 見を 集し、アン

ート内 の を った アン ート用 成

を 2018 年 に った 日本大学医学部研究

会による研究 査を けて、 を得た

2018 年 9-10 に都内に る全産婦人科 医療

にアン ート用 を した  
2018 年 11 ～2019 年 1 に調査を実 し

た による アン ート調査（A4、
1 ） 対 、都内の産婦人科を する全医療

の 医師とした CSW と、 CSW に分け

て、性感染症の 者 、 査内 、 の実態を

調査した 2 か の 者に いて回 し

て いた アン ート調査 2019/1/31 とし

た  
アン ート調査用 のとお る  

 
性産 者 者の性感染症検査受

検 調査 

性産 者（ ル ックス

以 、CSW）の受検行 に関する 調査で

す。 内の産婦人科を する診療 を

としています。 

科学  

（H29-31 ） HIV検査の受検 のた

の性産 の 者 者に関する （

者 ） に る調査 です。 

 

か月間の 外 診療について、以 の

に するご回答を いいたします。 

） に って CSWと できた患者に

ついて 答 くだ い。 

Q1. CSWの受診があった   Yes   No  

Q2. CSWの受診者数    （   ）人  

Q3. CSW の受診 は STD チェックである   

Yes   No 

Q4. CSW の STD チェックを した患者の

うち、症状があった患者は？   

（   ）人 （   ）人中 

Q5.  CSW の受診（チェック）間隔は？   

（   ～   ）か月 き 

Q6. CSW に STD 予防の説明を行っている   

Yes   No 

Q7. STDチェックの検査内容について 

① 梅毒検査    行っている・いない 

② HIV検査    行っている・いない 

③ 性器クラミジア検査   行っている・いな

い   子宮頸部 ・ 口腔 

④ 淋菌感染症検査   行っている・いない     

子宮頸部 ・ 口腔 

⑤ 性器ヘルペス検査  行っている・いない 

⑥ A型肝炎検査  行っている・いない 

Q8. これらの検査の中で患者が希望したのは？ 

Q7 の番号の中から選択（複数回答可）

（            ） 

Q . 梅毒検査陽性の患者数は？ （    ）

人  

Q10. 梅毒陽性者のうち、梅毒に関連する症状

のある患者数は？  （    ）人 

Q11.  梅毒陽性で治療した患者数は？  

（    ）人 

Q12. 梅毒の治療 は を選択しているか？  

（            ） 

）CSW と できない患者（CSW 以外の患

者）について 答 くだ い。 

Q13. CSW以外の患者で STDチェックを希望

れる患者数は？  （   ）人 

Q14. CSW以外の患者で STDチェックの

受診している患者数は？ （   ）人 

Q15. CSW以外の STDチェックを した患

者のうち、症状があった患者は？  （  ）人 

（  ）人中 

Q16. CSW以外の患者の STDチェックのた
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の受診間隔は？ （   ～   ）か月 

Q17. CSW以外の患者に STD予防の説明はす

る    Yes   No 

Q18. CSW以外の患者の STDチェックの検査

内容について 

① 梅毒検査    行っている・いない 

② HIV検査    行っている・いない 

③ 性器クラミジア検査   行っている・いな

い   子宮頸部 ・ 口腔 

④ 淋菌感染症検査   行っている・いない     

子宮頸部 ・ 口腔 

⑤ 性器ヘルペス検査  行っている・いない 

⑥  A型肝炎検査  行っている・いない 

Q19. これらの検査の中で患者が希望してくる

のは？Q7 の番号の中から選択（複数回答

可）（            ） 

Q20.  CSW 以外の患者で、梅毒検査陽性の患

者数は？ （    ）人  

Q21.  CSW以外の患者で、梅毒陽性者のうち、

梅 毒に 関連 する 症状 のあ る患 者数 は？  

（    ）人 

Q22.  CSW 以外の患者で、梅毒陽性で治療し

た患者数は？  （    ）人 

調査へのご協力をいただき、まことにありがとう

ございました。 

 

日本大学医学部産婦人科学系産婦人科学分野 

川名 敬 

 
 ( の ) 

調査 、患者からの回 なく、産婦人科

医療 の医師に対するアン ート る

の症 に する回 なく、 の患者

、診療方 を問う 問のみ る したがっ

て、患者 人 を う調査 ない ら

に、 アン ートとして 人を同

定 ないように実 した なお、研究分 者

の所 （日本大学医学部 病 ）の

研究 査 会の を得て実 した

C.研究  
らのアン ート用 を したの 、2 か

を て 2019.1.31 に回 を えた 866
にアン ートを し、回 303（回

35 ） (1/31 点) った 2019 年度にかけ

て を実 した  
集 の る 別 に を

ス として する  

 産婦人科医療 における 診 と

梅毒 査の実 状況

2018 年 10-11 の 2 か 、性産 者

（ CSW）の 診が る医療 と、 診がな

い医療 に分けて した CSW（ ）

が 診した（2018 年 10-11 ） 、122
（40.3%） った  

CSW 診が る医療 、梅毒 査を実

しているのが、122 110（ 90%）

った 10 の 性産 者が 診

しているにも わら 、梅毒 査を実 していな

い が った 方、CSW の 診がない医療

、181 121（ 67 ） 梅毒

査を実 していないと回 した そのう 、STI
ック ットに梅毒 査が っているの

90% 、 10% 梅毒 査が含 てい

なかった CSW 診のない医療 、梅毒

査を っていない が 67%を 、梅毒

査 の 識が有 に かった  
 

産婦人科医療 における CSW の STI
診と梅毒 査の実 状況 

に、 CSW STI ック の 者が

いた医療 といなかった医療 に分けた

による CSW 、STI ックを し

た 者がいた（2018 年 10-11 ） 、187
（61.7%） った CSW のた 、STI

ック が ったにもかかわら 、梅毒 査を

実 たの 、187 136（ 70 ）

、梅毒 査が STI ックの 目に っていな

108



 

 

い医療 が 30% った STI ック の

者が ない医療 70 が梅毒 査

を っていない CSW（ なし）の女性

に対する STI ックにおいて、梅毒 査の

実 27% 、CSW（ ）に

して く、医療 の 識が い とが える  
 

者からの STI ック 目 
そ 、 者 の 識を知るた に、

者が のような STI ック 目を して

たかを したと 、CSW の 者が来 し

た 303 101 、 CSW の STI ッ

クを実 した 303 80 、が患者からの

梅毒 査 が ったと回 した すなわ 、

患者 が梅毒 査を実 する と 識して

いたと回 した医療 、 3 分の 1 のみ

った 特に、 CSW 女性の 識が い とが

分かった  
 

梅毒 性者 （ ） 
本調査 、全 調査を っていない とか

ら、 の患者 を 問している 2018.10-11
の 2 か 診した患者 、CSW と

が った患者 1000 人、 CSW
2500 人 ったが、その 梅毒 査 性

ったのが、CSW 72 （7.4%）、 CSW も

48 （1.9%） った CSW に して、

CSW 梅毒 性 ったが、しかし

CSW も 2 か 48 の 性者がいる

と 現 の東京都の実 を していると え

ら た  
 

の実  
らのデー を用いて、2018-2019 年にか

けて、全国 17 か所の研究会、学会の講演におい

て、性感染症に対する産婦人科医療 の 査

の実態（都内に る）と梅毒 査の実態に い

て した 特に、梅毒に いて 、産婦人科

医の知識が しく、 が大 かった  

らに、9 の産婦人科 の に を

した の によって産婦人科医の梅毒

に対する 識を る とが たと え

ら る  
 
D.  

都内の全産婦人科医療 にアン ートを実

し、CSW と CSW に いて梅毒を と

する性感染症の 診実態を調 た 303 （回

35%）よ 回 を得た CSW に対する梅毒

査実 90% るが、CSW 診の

ない医療 における梅毒 査の実

（33%） 有 に い CSW に対する STI
ックにおいて、梅毒 査 実 、

CSW に して い（27%） CSW 女性 患者

が する とが いが、そ も 1/3 度

る CSW 女性 、梅毒に対する 識がよ

い 性感染症というと、ク ジア・

のみと えている とが える 梅毒 性者

、CSW 7.5%、 CSW 1.9% った

た し、 CSW の 性者 していない

CSW の 性も 定 ない 患者の と

なく、産婦人科医が 的に梅毒 査

を る が る  
性産 に対する 年女性の が くなって

いるという 会的 を すると、 CSW が

STI 査を した場 、性感染症 査、特

に梅毒 査、を 的に実 する と

う CSW 女性患者の梅毒に対する 識も

いと えない とから、医療 者を

、 する とが る 同 に、 会

的に梅毒の 知度を る とも に期

る 、 治 の 健所 が したポ

ス ーを医師会、日本産婦人科医会 を し

て、診療所の に するな の

けの も する と える  
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E.  
本実態調査によ 、産婦人科医療 におけ

る梅毒 査の 性の 識が として いと

えない とが した らの医療

の 、梅毒患者の 期 見に直 する

と えら た 者の 識 に く、梅毒

の 知度が い とが える CSW の女性に

おいても梅毒 性患者が 出 ている とも

現 の東京都の実態を している らの

とを周知するた の医療 者 け、

けの ると えら た  
 
F.健康  

特に し 
 
G.研究  

1.  
1) Komatsu A, Igimi S, Kawana K, 

Optimization of human papillomavirus 
(HPV) type 16 E7-expressing lactobacillus-
based vaccine for induction of mucosal E7-
specific IFNγ-producing cells, Vaccine, pii: 
S0264-410X(18)30615-7, 2018 
 

2) 1) Ueda Y, Kawana K, Yanaihara N, Banno 
K, Chhit M, Uy K, Kruy L, Sann CS, 
Ishioka-Kanda M, Akaba H, Matsumoto Y, 
Fujita N, Yano T, Koum K, Okamoto A, 
Kimura T, Development and evaluation of a 
cervical cancer screening system in 
Cambodia: A collaborative project of the 
Cambodian Society of Gynecology and 
Obstetrics and Japan Society of Obstetrics 
and Gynecology. J Obstet Gynaecol Res. 
2019 Jul;45(7):1260-1267. doi: 
10.1111/jog.13968 

 
3) 2) Ikeda Y, Uemura Y, Asai-Sato M, Nakao 

T, Nakajima T, Iwata T, Akiyama A, Satoh 
T, Yahata H, Kato K, Maeda D, Aoki D, 
Kawana K, Safety and efficacy of mucosal 
immunotherapy using human papillomavirus 
(HPV) type 16 E7-expressing Lactobacillus-
based vaccine for the treatment of high-grade 
squamous intraepithelial lesion (HSIL): the 
study protocol of a randomized placebo-
controlled clinical trial (MILACLE study), 

Jap J Clin Oncol, 2019 Sep 1;49(9):877-880. 
doi: 10.1093/jjco/hyz095. 

 
 川 ワク ン 内科

 新 、 川 、川 、大

性感染症 、 が問題か

日本医師会

 川 、 感染症に いての問題点

日本医師会

 川 ワク ン問題 の

よいのか

 川 、 内科医に ら る他科の知

識 が える 第 産

婦人科 子 がん、内科、

、

 川 、 患を る

、産婦人科の実 、 、

 川 、 産婦人科感染症の最

が ける感染に う対策するか 梅

毒、日本産科婦人科学会 、

、

川 、 性感染症 実態と問題点を る

性感染症の 患別に見た現状と問題点

ンジロー の診断と治療、そして ト

ピロー ウ ス ワク ンの有

の総 と 、日本臨床、 、

川 、 実 的感染症診療 内科医が知

っておく 予防接 子 癌ワク ン、

、 臨 、

 
2.学会  

 産婦人科に 連する感染症と最新知識、第

回大分感染症研究会 会 、

大分

 に する性感染症～女性と子 も

を感染症から るた に、第 回 島女性

医学研究会、 、 島

 産婦人科 近年問題となっている感染症～

対策 るか 第 回近 産科婦人科学

会学術集会、 、 大阪
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 産婦人科感染症における最近のトピックス

第 回埼玉県産婦人科医会 北部ブロック

学術講演会、 、熊谷

 産婦人科感染症に注目してみよう～最近話

題の感染症・性感染症、大阪 研究会総

会・第 回学術集会、 、大阪

 産婦人科診療にかかわる感染症～がん、母

子感染、性感染症を見直す、第 回神奈

川産科婦人科学会 学術講演会、

、横浜

 産婦人科と感染症の接点～性感染症・母子

感染・癌、第 回日本感染症学会東日本地

方会第 回日本化学療法学会東日本支部

、東京

 感染症とがん～その病態から見た予防・治

療のアップデート、第 回山形県産婦人

科集談会、 、山形、特別講演

 先天性風疹症候群の病態と予防、シンポジ

ウム、 浜松町

 母子感染と性感染症の接点～現状の問題

点、第 回横浜西部地区産婦人科研究会、

、 横浜

 婦人科感染症における最近のトピックス、

平成 年度 豊島区産婦人科医会研究会

、東京

 性感染症の診断・治療～アップデート」第

回城北産婦人科研究会、 、東

京

 産婦人科医にとって怖い感染症～日本の現

状と将来像、第 回埼玉県産婦人科医会手

術・感染症研究会、 、埼玉県

 女性の梅毒患者と先天梅毒～都内の調査と

全国調査から見えてくるもの、第 回東

京産婦人科医会 臨床研究会（東京都の共

同開催）、 、東京

 梅毒と先天梅毒の最新知識と都内・全国の

産婦人科診療の実態、 年度周産期ネッ

トワーク連携会議、 、東京

 妊娠と感染症 その対処法、第 回日本分

娩研究会、 、千葉

 女性の健康対策～婦人科の立場から～、東

京都医師会・日本大学医師会主催、

、東京

Ｈ 知的所有権の出願・登録状況（予定を含む）

①特許取得

②実用新案登録
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特になし
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OR(95%CI) Adjusted OR(95%CI) 

 
1(ref) 
1.71(1.22-2.41)* 

 
1(ref) 
1.58(1.09-2.28)* 

 
1(ref) 
2.57(1.72-3.85)* 

  
1(ref) 
2.68(1.75-4.11)* 

 
1(ref) 
0.78(0.55-1.10) 

 
1(ref) 
0.75(0.47-1.21) 

 
1(ref) 
0.37(0.17-0.79)* 
0.64(0.33-1.23) 
0.53(0.29-0.95)* 
0.38(0.09-1.57) 
0.67(0.10-4.33) 

 
1(ref) 
0.45(0.19-1.06) 
0.64(0.32-1.27) 
0.66(0.33-1.34) 
0.44(0.10-1.99) 
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1(ref) 
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2.00(1.16-3.44)* 
2.24(1.03-4.88)* 

 
1(ref) 
1.06(0.76-1.49) 

 
1(ref) 
1.02(0.72-1.46) 

 
1(ref) 
1.19(0.81-1.74) 

 
1(ref) 
1.14(0.76-1.72) 
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1.06(0.36-3.08) 
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1 
 

の 性における およ

性感染症 と行動に する ート 査

金 事 「 検査の受検 のための性

の事 事 に する 」の では 以上の 性を とし

と性感染症に わる や行動を明らかにすることを 的とした ー

ト 査を いたします。

査結果は な 感染 の に かされるよう

に される か 会 で されます。 査のご は自由です。また

ート の 答をもって 査にご いただいたものとさ ていただきます。この

ートは無 でご 答 ご いただきますので の ーは

られます。 査ご の 無や 答の は 場に されることは あり

ま ん。また 査ご の 無や 答の により 場で を ること

は ありま ん。

ご協力をよ し お いいたします。

大 カ ク機

い わ

や性感染症に する検査 相 について
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あなた自 のことについて

あなた自 が されているご自分の性 を えて下さい。

性

性

その他

あなたの年 を えて下さい。

あなたの最 を えて下さい。

大

大

大 院

あなたの を えて下さい

理

事

その他

．あなたの年 を えて下さい。

未満

未満

未満

未満

未満

未満

未満

未満

未満

未満

以上
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．あなたの婚 状 を えて下さい。

結婚していない

結婚している

婚した

した

．あなたは と んでいますか。

らし

パートナー と で んでいる

も以 の と 以上で んでいる

もを含 と 以上で んでいる

や スな で上 以 の と で んでいる

その他（ ）

あなたの およ の行動について

． （ を含 ）を う を下から選んで下さい。

わない

カ月以上 っていない

とき き う

う

お を を下から選んで下さい。

まない

とん まない

月

カ月に自由に えるお金（いわ る い）はい ら らいですか。

未満

未満

未満

以上

132



 
 

性に する と行動について

これまでに 性に して性的 力を感 たことがありますか。

はい

いいえ

これまでに 性と性 （セックス）をしたことがありますか。

ここで うセックスとは 性 性 相 ス ー ー を指

します。

はい

いいえ（ に んで下さい）

これまでに 性に して性的 力を感 たことがありますか。

はい

いいえ

これまでに 性と性 （セックス）をしたことがありますか。

はい

いいえ

年 に性 （セックス）をしたことがありますか。

はい

いいえ（ に んで下さい）

年 に性 （セックス）をしたのは のような相手だったか あてはまる

ものをすべて選んで下さい。

まった（ 定の）相手

定期またはその場 り（ 定）の相手

お金のやり りを した相手

年 に性 （セックス）をした相手の を えて下さい。

（ ）

年 の性 （セックス）の を えて下さい。

月 以下

月

に

以上
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あなたはこれまでにお金のやり りを う性 （セックス）をしたことがありま

すか。

お金を して性 （セックス）をしたことがある

お金を受け って性 （セックス）をしたことがある

上のい れもない

あなたは 月以 にお金のやり りを う性 （セックス）をしたことが

ありますか。

お金を して性 （セックス）をしたことがある

お金を受け って性 （セックス）をしたことがある

上のい れもない（ に んで下さい）

は カ月以 にお金のやり りを う性 （セックス）をしたこと

があると答えた方にお聞きします。

のようなきっかけでお金のやり りを う性 （セックス）をしましたか。あて

はまるものをすべて選んで下さい。

の で自分で した

出 で自分で した

行 で自分で した

知 に われた

上 に われた

事上の として機会があった

その他（ ）

のような でお金のやり りを う性 （セックス）をしましたか。

性 の を した

の性 を した

ー ットや を して の性 を した

ーやスナックの 性による性的 ー スを した

出会い トな で知り った相手と

その他（ ）
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あなたが したお金のやり りを う性 （セックス）の

をすべて選んで下さい。

を う性行

自分または相手の を う性行

なしで も わない性行

お金のやり りを う性 （セックス）をした に ー を

しましたか。

した

することが かった

しない方が かった

しなかった

お金のやり りを う性 （セックス）で ー を しなかった

ことがあった場 あてはまる理由をすべて選んで下さい。

なしの性行 だったから

感が なわれるから

囲気が なわれるから

その場に ー がなかったから

相手から われた 以 は いた ないから

について

しいと思うものを選んで下さい。

は では感染しない

はい

いいえ

に感染していても症状が出 に気 かないことがある

はい

いいえ

性感染症（ 以 ）にかかっていると に感染しやす なる

はい

いいえ
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に感染していても き んと していれ 他 に感染さ る は り

な なる。

はい

いいえ

で 院しても に感染していることが病院から 場の上 に わることは

無い

はい

いいえ

健所では自分の 前や 所を わ に無 で やその他の性感染症の検査を

受けることができる

はい

いいえ

の を えられる 会 がある

はい

いいえ

以 の性感染症について

しいと思うものを選んで下さい。

年 では に感染する の が えている

はい

いいえ

まった相手の とのセックスなら 性感染症の感染は しな ともよい

はい

いいえ

性感染症の検査は 受けて 性だったら と受けな ともよい

はい

いいえ

を んでいれ 性感染症にはかからない

はい

いいえ
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の検査について

あなたはこれまでに の検査を受けたことがありますか。

ある

ない（ んで下さい）

．「 の検査を受けたことがある」と答えた方にお聞きします。 こで受け

ましたか。

病院 ク ック

自分の んでいる自 の 健所 検査所

自分の んでいる自 以 の 健所 検査所

で

で

検査を受けようと思ったきっかけは何ですか。あてはまるものをすべて選んで下さ

い。

気になる出来事があった

気になる症状があった

パートナー（セックスの相手）が に感染していることがわかった

病院や健診の検査に含まれていた

結婚を考えたため

定期的に検査することにしている

その他（ ）

．最後に検査を受けたのはいつですか。

カ月未満

か月以上 年未満前

年以上 年未満前

年以上前

．「検査を受けたことがない」と答えた方にお聞きします。検査を受けようと思わな

かった最も大きな理由は何ですか。

結果を知るのが怖い

感染している可能性が無い

あいまいなままにしておきたい

検査場所がわからない

機会がなかった

お金がかかる
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周囲に 感染 だと疑われる

自分の性行動や性的指向を説明するのが面倒だから

その他（ ）

．検査を受けたことがあると答えた方 ないと答えた方 らにもお聞きします。

検査を受けやす なるのに だと思う をすべて選んで下さい。

や 場から い

や 場から い

ーが られる

自分の性行動や性的指向を されない

無 である

し 説明が聞ける

相 ができる

も受けられる

に受けられる

その のう に結果がわかる

の で 検査ができる場所な 検査に する が手に りやす なる

の で や性感染症に する の場が える

その他（ ）

以 の性感染症の検査について

ここでいう性感染症とは ク 病 ス ー

感染症 を含 ます。

あなたはこれまでに 以 の性感染症の検査を受けたことがありますか。

ある

ない（ んで下さい）

．「検査を受けたことがある」と答えた方にお聞きします。 こで受けましたか。

病院 ク ック

健診や ック

自分の んでいる自 の 健所 検査所

自分の んでいる自 以 の 健所 検査所

で

で
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検査を受けようと思ったきっかけは何ですか。あてはまるものをすべて選んで下さ

い。

気になる出来事があった

気になる症状があった

パートナー（セックスの相手）が性感染症に感染していることがわかった

病院や健診の検査に含まれていた

結婚を考えたため

定期的に検査することにしている

その他（ ）

．最後に検査を受けたのはいつですか。

カ月未満

か月以上 年未満前

年以上 年未満前

年以上前

．「検査を受けたことがない」と答えた方にお聞きします。検査を受けようと思わな

かった最も大きな理由は何ですか。

結果を知るのが怖い

感染している可能性が無い

あいまいなままにしておきたい

検査場所がわからない

機会がなかった

お金がかかる

周囲に性感染症を持っていると疑われる

自分の性行動や性的指向を説明するのが面倒だから

その他（ ）

ご協力ありがとうございました
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